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eX, (エクスドット) は、作曲家・川島素晴と山根明季子によって 2007 年から始められた現代音楽のシリーズであ

る。これまでに、内外の作曲家個展やアンサンブル団体とコラボレーション等、様々な企画を実践してきたが、昨

年 3 月の第 10 回公演に際し、それらの集大成として、デュオ「ROSCO」を迎え、企画者 2 名の作品のみを取り

上げる内容とした。その成果を踏まえ、このような公演を定期的に開催することを構想、今回はその第 2 弾となる。 

現代音楽シーンを席巻するヴィルトゥオーゾ、橋本晋哉(テューバ＆セルパン)と藤田朗子(ピアノ)による「DUO 

TRANSPNEUMA」を迎え、既にそれぞれ、コラボレーション経験を持つ川島と山根が、今回のために彼らを想

定した書下し新作を用意。前半・後半で、それぞれの作曲家による半個展という形式となっており、ハーフステー

ジごとに作曲家の世界観を提出している。そもそも、テューバとピアノのデュオという制約のある編成によって、

どこまで多彩な表現を実現できるのか。このデュオの類稀な能力と表現力なくしては実行丌可能なものである。 

お互いを熟知した中での新しい表現への探求を、とくとご覧あれ。 

 

 



＜前半のプログラム＞ 

 

川島素晴の作品 

 

蛇遣い (2010 / 初演) 

ピアノのためのポリ・エチュード 《ポリスマン》(2001)《ノンポリ》(2010 /初演) 

6本のヴァルヴを持つF管テューバのためのエチュード (2010 / 初演) 

ピアノのためのポリ・エチュード 《トランポリン》(2001)《ポリポリフォニー》(2007) 

 

=================================<解説>================================ 

（川島素晴） 

「演じる音楽」 

川島が1994年から実践する作曲の方法論。作曲家は通常、「音」を構築するが、ここでは音楽を「発音行為」の

連接と定義して構築する。つまり、何の音が鳴っているかの前に、どのような行為で発音するのか、ということが

私にとっての音楽構造の基本なのである。そのような視点に立った上で「全ての瞬間が意味を帯びた充実した時間」

を実現しようとすることで、結果的に「演奏行為の共有体験化」がもたらされ、そしてそれはしばしば「笑いの構

造」と相似形である。私の作品は、実際に舞台上で展開する演奏行為の全てを全感覚的に体感しつつ、見て・聴い

て頂きたい。 

 
 

 

蛇遣い  [セルパン、ピアノ（ベーゼンドルファー・インペリアル）] (2010 / 初演) 

[演奏] DUO TRANSPNEUMA (セルパン：橋本晋哉 ピアノ：藤田朗子) 

 

 セルパンという楽器は、その形状そのままの名称（Serpent＝へび）を持った古楽器である。唇の振動を用いた

金管楽器と同様の発音原理ながら、材質は木製であり、指穴による音程操作を行う点でも木管楽器の仕組みになっ

ている。しかし、木管楽器の要領で作るなら、本来、穴の位置は均一に開けられなければ音階は成立しない。持ち

易いように蛇型になっている割には、穴の位置は、右手と左手で著しく開きがあり、合理性を欠いている（例えば、

日本の尺八の方が、まだ合理的だとすら言える）。そのため、音程の精確さは、ひとえに奏者の技量によっている。 

 

このような丌合理な楽器ゆえに、19世紀にテューバが登場したことで完全に役割を終えてしまった。20世紀の

古楽ブームに至るまでは楽器も奏者も廃れていたので、この楽器のための独奏作品自体、ほとんど無いし、まして

や現代作品というのは、皆無に等しい。現代音楽のみならず、古楽のジャンルでもセルパン奏者として活躍してい

る橋本氏をお迎えしての新作ということで、この、未開拓領域に挑戦することとした。 
 

また、本来、セルパンの伴奏となれば、伝統的にも、音量バランス的にも、チェンバロが妥当なわけだが、今回

は敢えてピアノを用いることにした。しかし、単なるピアノ伴奏、ということではない。そもそも、今回の演奏者、

DUO TRANSPNEUMA のためには、2006年に《テューバとピアノのための３つの習作「バス課題 / ソプラノ

課題 / 学習追走曲」》という作品を書いていて、今回もそれを上演してもよかったのだが、内輪話をすると、本日

の演奏会場ではピアノの内部奏法が全面的にご法度であり、当該作品は内部奏法を含むため上演できないのである。 
 

しかし一方で、この会場には、ベーゼンドルファーのインペリアルというピアノがある。この楽器は、通常のピ

アノよりも低音が6度も広く作られていて、普段聞けない低音の響きが奏でられる。通常奏法のみを用いつつ、他

では聞けない音響を実現するのには、もってこいの楽器、というわけである。 
 

セルパンは低音楽器ではあるが、通常の最低音はチェロと同じC2（ヘ音記号加線2本のド）であり、テューバ程

には低くない。この、セルパンの最低音C2を、逆に最高音に設定し、そこから2オクターヴ分の低い音が出せる楽

器として、ピアノパートは位置付けられている。このように、セルパンよりも低い音のみによるピアノ、という音

域の関係は、旋律楽器と伴奏という関係としては適切である。 
 



しかし、ここでのピアノは、様々なかたちの蛇行音型（12の中心音から始まる12の音型）をもってセルパンを

操る役目であり、右手と左手は常に16分音符と3連8分音符になっている上に極端な低音なので、ほとんど呪文を

唱えているかのような感じを受けるであろう。そしてセルパンは、それに導かれて、むしろ蛇行音型ではない音型

を奏でている。「へび」そのものとして、自由に動き回る、というイメージである。題名の「蛇遣い」は、そのよ

うな関係に由来する。（ピアノのリズムの設定から、ある有名な作品が引用されている。） 
 

ピアニストによる操縦が飽和し、蛇が勝手に動き出すのをなんとか食い止めるよう奮起する蛇遣い、という後段

の展開は、この作品の準備として視聴したYoutubeに掲出された「インドの蛇遣い」動画の大半で、蛇遣いが蛇を

操縦しきれていなかったことに由来する。 
 

なお、前述の12の中心音それぞれにはシュトックハウゼンが提唱した「テンポの半音階」が適用されている。こ

れは、「蛇遣い」という題名を決めた時点で、漠然と想起した作曲家がシュトックハウゼンだった、ということに

由来するが、それ以上の特別な意味はない。 

 

 

ピアノのためのポリ・エチュード 《ポリスマン》(2001)《ノンポリ》(2010 / 初演) 

[演奏] pf：藤田朗子 

 

 私には「エチュード」と名付けられた作品が多数存在するし、エチュードと名付けられていなくてもエチュード

的性質（即ち、ある特定のアイデアでヴィルトゥオジティを探究する）をもった作品を多数書いている。それは、

そのような演奏技術の究極的な状況を提示することで、「演じる音楽」の目的である「演奏行為の共有体験化」が

比較的容易に実現するからである。 
 

しかしながら、ピアノ独奏曲のジャンルは、古来最も「エチュード」の層が厚く、現代作品にも既に名曲が多数

存在しており、今更ながらに付言すべきアイデアを見出すのは困難である。そこで私は、あえて「ポリエチュード」

という具合に尐々ひねった命名をし、ポリフォニックな（というよりはポリ状態、即ち多層的な構造）アイデアを

様々に展開する作品集を構想した。 
 

2001年に作曲された2曲が《ポリスマン》《トランポリン》であり、2007年に作曲されたものが《ポリポリ

フォニー》である。全てが「ポリ」という語を含む単語による題名を伴っており、続編も当然、「ポリ」を含む単

語から題名を考案することだけは決定していたのだが、敢えてシリーズ全体の「ポリエチュード」という意味を異

化し、《ノンポリ》と題することとした。本日の上演では、演出の都合上、連続演奏ではなく、まず《ポリスマン》

《ノンポリ》の２曲を上演する。 
 

《ポリスマン》（近年この語は死語になりつつあるらしいが）では「ポリス笛」が用いられ、行進を想起する連

打が中心となる。2〜3層の連打が別個に加速・減速を示すポリ構造の可能性が探求され、「笛」「手拍子」「足拍

子」がそれぞれ、ピアノの和声構造に転写される。なお、この作品と《トランポリン》については、藤田氏が既に

2006年に上演している他、他に3名のピアニストによって再演が重ねられている。 
 

そもそもこのシリーズ「ポリエチュード」の根幹であったはずの「ポリフォニーの追究」という命題自体は、実

はリゲティのエチュード集が既に多角的に実践をしており、この方向でのアイデアについても、なかなか新機軸を

打ち出すのは困難である。でも幸いなことに、この題名、「ポリエチュード」とは書いたが、「ポリフォニーのエ

チュード」とは、どこにも書いていない。 
 

今回のために書下ろした新作《ノンポリ》では、その名の通り、敢えて「ポリフォニック」な楽想を排除した。

ピアノのためのエチュード集と言って筆頭に挙がるのは、ショパンとリストであろう。とりわけショパンについて

は、今年は生誕200年であり、それを記念する様々な企画が開催されているが、中でも私にとってインパクトがあ

ったのが、横山幸雄氏による、ショパン全独奏作品を1日で暗譜演奏してしまう、というギネス企画である。 
 

これを機会に、ショパンの全作品に目を通し、その中から、「ポリフォニック」ではない楽想、しかも、「旋律

と伴奏」といった、ホモフォニーに典型的な構造をも排除し、右手と左手が同期して動く楽想のみを抽出した。更

に、その中から、そのような部分を一瞬聴いただけでショパンのどの曲であるかが特定できるような作品を厳選し、

結果的に14曲が引用されることとなった。 
 

異なる14曲のショパンの断片によるセットが、4巡するだけの作品であるが、各断片は、「原曲通り」「原曲の

調号を維持した変容」「調号を外した変容」「和声感を無化する変容」という4段階を持ち、それらが4巡の間にラ

ンダムに配置されている。 
 

《ノンポリ》という語の本来の意味との関係は、このように、無節操に引用する作曲姿勢そのものと通じている？ 

いや、参院選を控えた日本の政情を照らしたもの？  はたまた……深読み大歓迎です。 

 



6本のヴァルヴを持つF管テューバのためのエチュード (2010 / 初演) 

[演奏] テューバ：橋本晋哉 

 

 金管五重奏曲《その森には25の径があった》(1998)、チェロとチューバのための《チュロとチェバ》(2005)、

そして前述の、DUO TRANSPNEUMA のお二人のために作曲した《３つの習作》(2006)と、私はこれまでに

も、テューバを含む室内楽作品を幾つか書いてきた。しかしそのどの取り組みにおいても、テューバという楽器に

は作曲家を悩ませる問題点があった。そもそもテューバという楽器は、奏者によって、F管、E♭管、C管、B♭管

といった具合に、使用している管の長さが異なるし、同じ管でもヴァルヴシステムが異なっているため、そのこと

を前提として楽想を考える必要がある。つまり、どのような楽器でも対応可能な楽想にするには、汎用性のある、

中庸なアイデアしか実行できないのである。 

 

一方で、私はこれまで、トランペット奏者のための《ポリプロソポス IIb》(2000)、《ホルンのためのエチュー

ド》(2000)、《トロンボーンのためのエチュード》(2006)といった具合に、金管楽器の独奏作品を一通りは書い

てきた。そのどれもが、楽器の可能性を極限まで探求した、超絶技巧作品という点で一致しており、テューバ独奏

作品を構想するのであれば、当然、このようなスタンスになる。ところが、前述の通り、「テューバ」のための作

品ということだと、ヴァルヴシステムの熟慮から導かれるような究極的な楽想は用いることができない。そこで今

回は、もう、汎用性などという野暮なことは考慮せず、今回の演奏者である橋本氏が使用している「6本のヴァル

ヴを持つF管テューバ」に特化した楽案とすることにした。 
 

4本ヴァルヴの楽器は、とりわけ4番管を押さえるときに、他の1〜3番管の音程が悪くなる。それを解消するた

めの補正システムを備えた楽器もあるが、今回の楽器は、補正システムではなく、2番管より若干長い5番管、3番

管より若干長い6番管を取り付けることで、運指の工夫によってこの問題を解消するものとなっている。これを逆

手にとると、簡便に四分音の効果が期待できる構造、ということにもなり得る。その他、この6本のヴァルヴを持

っている楽器による様々な可能性を探求するために、演奏者の協力を得て、6本ヴァルヴによる64通りの運指（ち

なみにトランペットであれば8通り）の音高をシミュレーションする等の下準備を行った。 
 

この作品では、19種類の楽想が提示されるが、他にも考えられ得る様々な楽想の中から、この6本ヴァルヴによ

る楽器でなければ演奏できないものを中心に選ばれている。他の種類のテューバでも演奏可能な部分は7か所程度

あるが、しかし、ヴァルヴシステムというのは、あくまでもシステムであり、当然、それを操る奏者の技量によっ

て演奏可能かどうかは左右される。その7か所の、他のテューバで可能な部分すら、橋本氏以外の奏者に演奏可能

なのかどうかは判然としないような超絶技巧が展開している。従って、いまだかつてテューバ独奏としては実現し

得なかった楽想ばかりが繰り広げられている。尐なくとも、テューバというと「鈍重な楽器」というイメージをお

持ちの向きには、その正反対の姿を垣間見て頂くことになるであろう。 
 

一方で、逆に今回は、いわゆる特殊奏法の探求は一切行っていない。（そういった奏法の可能性は、前述のこれ

までの作品において既に探求しているので。）ハーフヴァルヴ、息音はおろかフラッターすら用いず、純粋に「吹

く」奏法のみでの新たな可能性の探求に特化している。左手側についている2つのヴァルヴを駆使している様を、

とくとご覧下さい。 
 

 

 

ピアノのためのポリ・エチュード 《トランポリン》(2001)《ポリポリフォニー》(2007) 

[演奏] pf：藤田朗子 

 前述「ポリエチュード」連作の、残る2曲である。 
 

《トランポリン》では、トランポリンの上でジャンプする際の上昇・下降のイメージ（減速しつつ上行、加速し

つつ下行、という音像）が用いられる。この音像は単体ではさほど困難ではないが、それがポリ構造を示す場合に

は極めて複雑なリズム記譜が必要となる。（上行するアクションに由来する「オチ」は「トランポリン」とは関係

ないのだが。）とくにこの作品は、こども向け演奏会でもしばしば上演され、好評なようだ。 
 

《ポリポリフォニー》というのは、「ポリフォニー」が「ポリ」即ち複数同居するという意味の造語である、ま

ず、2声部から12声部までの11種類の異なるポリフォニー的楽想が提示される。これら11種類のポリフォニー楽

想は、声部数が異なるのみならず、それぞれにテンポ、書法、ニュアンス、奏法等が異なっており、およそ次のよ

うな内容をもっている。 
 

[3声=中音域コラールと両外声の走句] [12声=12の音によるリズムカノン] [6声=古典的対位法による5度カノン] 

[10声=半音モチーフの10層のエコー] [4声=4層で交差するオクターヴ音型] [7声=低音域の7音がモードで揺動] 

[11声=11の高音による異なるテンポ] [5声=12音旋律の長7度カノン]    [8声=異なるパルスで連打される8音]  

[2声=急速に反進行する黒鍵と白鍵]   [9声=全音域に分布する9つの音素材が反響] 
 

これらは徍々に裁断され、題名に由来する異化を経てエクリチュールが無化し、果てに「ポリポリによる4声の

リズムポリフォニー」に至る。 



 

＜後半のプログラム＞ 

  

山根明季子の作品 

 

 

光を放射するオブジェα (2010 / 初演) 

Dots Collection No.02 (2007) 

Dots Collection No.07 (2010 / 初演) 

ケミカルロリイタ (2008) 

 

=================================<解説>================================ 

（山根明季子） 

 

「音を視る」 

私は、「音を視る」ことをコンセプトに音楽を書いています。音という現象は実際目に見えないのですが、い

わば空間インスタレーションを体験するかのように、「音」そのものの輪郭を辿って、聴き手自身の感覚の内

で形や色、質感をすぐそばに感じ取って頂けるようなものを目指して音を描きます。 

 

 

 

 

 

光を放射するオブジェα 

radiative object α for serpent（2010 / 初演） 

[演奏] セルパン：橋本晋哉 

セルパンという楽器はテューバと比べて繊細な、真っ直ぐなレーザー光のような音を出すことができる。これが橋

本氏の発するセルパンの重音を聴いた第一印象でした。「〜オブジェ」と題する作品はこれまでに《うねうねとうご

くオブジェ》などを書いていますが、概して音の動きをなぞっていきながらその音の形状を感じ鑑賞するための音

のオブジェとして、造りました。私の作品は、特に近作になるに従って、始まりも終わりもない世界、例えば美術

作品を鑑賞する際に「展示されている部屋に入ってから出るまでの時間」のような、偶然そのオブジェを鑑賞して

いた切り取られた時間、という時間構造であるかのように組み立ています。この作品は、そのような時間構造の可

能性を楽譜の中に内包する方法をとりました。つまり、どこから始まってどのように演奏してどのように終わるか

ということは全て奏者の決定に委ねられています。この、様々な色の光を真っ直ぐに放射するオブジェ（セルパン

＋橋本氏）を見つめ続ける、人工的＝レーザー光＝重音フェティッシュな作品です。 

 



Dots Collection No.02 for one performer（2007） / ＊2 performer ver. 

[演奏] DUO TRANSPNEUMA (テューバ：橋本晋哉 ピアノ・ピアニカ：藤田朗子) 

 

《Dots Collection（水玉コレクション）》というタイトルは、例えばパルス的音像から印象付けられる丸い絵柄を

描き出したものをコレクト（収集）することを追求していることから由来し、２作目となる No.02 は 2007 年に

『eX.3 川島素晴ソロリサイタル』にて大正琴を伴う川島１人のパフォーマンスにより初演されました。この作品

では、特に“言葉”を扱っていて、性や死を扱った哲学的言論や、人間の奥底に潜む闇を描く言葉、それら放送が

憚られる語彙に「ピー」を入れる、つまり「ぱ行」でフィルターをかけていく（子音を全て P に変更）ことで「ぱ

ぴぷぺぽ…」と抽象化して、ドット柄としてそのまま標本化した作品です。原文が日本語であるためそのイントネ

ーションなどがそのまま音楽的な要素として浮き出ます。そして何よりも今回、楽譜として解釈の自由度の高いこ

の作品から、テューバとピアノ・ピアニカによる２人での演奏による再演ということで、「ぱ行」のフィルターは更

に「テューバ」のフィルターを通り、更に歪められた言葉の残骸の標本が立ち現れるでしょう。 

テキスト引用：『BAD TASTE あるいはマイノリティの聖域 vol.1』（東京三世社 1996）『危ない１号第２巻』（データハウス 1996） 

 
 

 

Dots Collection No.07 for piano（2010 / 初演） 

[演奏] pf：藤田朗子 

 

水玉を収集した７番目の作品 No.07 は、ピアノソロによる一定ビートの音の塊のみによって描かれた、ヴィヴィ

ッドな質感を持たせた作品です。様々な色のドットが、この空間の様々な位置に現れては消える様子を、単一楽器

の音の組み合わせのみによってどこまで表現できるのかを追求しています。定リズムのポップさや原色の毒々しさ。

それは、具体的に言葉や説明を持たずとも、先ほどの No.02 のように「ポップな毒性」として私自身が作品をつ

くる上で最も大事にしている要素です。さて、“様々な色”“ “様々な場所に明滅”という概念自体が自己の感覚内

の事象であるため、この音の塊たちが皆様方一人一人にどのように響いてくれるでしょうか…。 

 
 

 

ケミカルロリイタ 

Chemical Lolita for tuba and piano（2008） 

[演奏] DUO TRANSPNEUMA (テューバ：橋本晋哉 ピアノ：藤田朗子) 

 

《光を放射するオブジェα》と同じく声との重音が多用された作品ですが、この作品の場合発声は全てテキストを

伴います。2008 年「テューバは語る」橋本晋哉リサイタルにおける委嘱作品で、TRANSPNEUMA の二人、橋

本氏と藤田氏によって初演されました。以下、当時書いたプログラムノートです。 
 

この作品におけるテューバは、声を変調させる化学的メガフォン装置である。奏者の喋りたい言葉をどこまでも容

赦なく変質させることによって、何を言っているのか言葉の意味が全く伝わらなくなってしまう。そのようなナン

センスな世界を象徴するものとして、奏者はルイス・キャロルのテキストを語る。尐女（アリス）の言葉が変調し、

さらにピアノの音響効果を伴うことで、ケミカルな発話像を描く。 

テキスト引用：ルイス・キャロル「丌思議の国のアリス」、アイザック・ウォッツの聖歌によるパロディ。 


